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市
な
ど
は
、
「
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
」
を
２
月

１６
日
午
後
１
時
半
か
ら
フ
レ
ン

テ
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
す
。
参

加
費
無
料
。

【
内
容
】
弁
護
士
に
よ
る

「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
法
シ
ス
テ
ム

〜
マ
ン
シ
ョ
ン
で
生
活
す
る
こ

と
の
法
律
的
な
意
味
」
、
ビ
デ

オ
上
映
「
長
期
修
繕
計
画
の
ポ

イ
ン
ト
」
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ
る
「
マ
ン

シ
ョ
ン
管
理
適
正
化
法
と
管
理

組
合
に
期
待
す
る
こ
と
」
な
ど

【
対
象
】
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管

理
組
合
役
員
な
ど

【
定
員
】
２
７
０
人

【
申
込
】
往
復
ハ
ガ
キ
に
マ

ン
シ
ョ
ン
名
、
参
加
者
（
２
人

ま
で
）
の
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
書
き
、
１
月
２５
日
（
必

着
）
ま
で
に
住
宅
政
策
課
（
〒

６
６
２
―
８
５
６
７
六
湛
寺
町

１０
―
３
�
０
７
９
８
・
３
５
・

３
７
７
８
）
へ

※
多
数
の
場

合
は
人
数
調
整
し
ま
す

交
流
の
輪
を
広
げ
よ
う
―

「
西
宮
国
際
交
流
デ
ー
」
が
、

２
月
２
・
３
日
に
フ
レ
ン
テ

ホ
ー
ル
な
ど
で
開
催
さ
れ
ま

す
。「
環
境
」
を
テ
ー
マ
に
、

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
す
。

【
内
容
な
ど
】
①
環
境
教

育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
世
界
の

子
ど
も
た
ち
の
環
境
活
動
を

未
来
に
つ
な
げ
よ
う
」
…
２

日
午
後
２
時
か
ら
。
８
カ
国

の
環
境
教
育
関
係
者
な
ど
を

迎
え
、
講
演
、
各
国
の
活
動

紹
介
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
ほ
か
。
日
本
語
と
英

語
の
同
時
通
訳
あ
り
。
資
料

代
５
０
０
円
。
定
員
２
５
０

人
▽
②
国
際
理
解
講
座
「
イ

ス
ラ
ー
ム
〜
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
の
現
状
」
…
３
日
午
前
１０

時
半
か
ら
。
受
講
料
５
０
０

円
。
定
員
３５
人
▽
③
交
流
会

…
３
日
午
後
２
時
か
ら
。
環

境
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
出
席

者
の
皆
さ
ん
も
参
加
予
定
。

参
加
費
１
０
０
０
円
。
定
員

５０
人
▽
④
パ
ネ
ル
展
示
と

バ
ザ
ー
ル
…
２
・
３
日
の
正

午
〜
午
後
４
時
。
入
場
無
料

▽
⑤
民
族
音
楽
な
ど
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
…
３
日
の
午

後
０
時
半
〜
１
時
半
。
朝
鮮

民
族
舞
踊
、
馬
頭
琴
・
バ
グ

パ
イ
プ
・
フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ

の
演
奏
な
ど
。
入
場
無
料

【
申
込
】
前
記
①
…
１
月

１５
日
か
ら
こ
ど
も
環
境
活
動

支
援
協
会
（
０
７
９
８
・
３

５
・
３
８
０
４
）
へ
。
先
着

順
▽
②
・
③
…
１
月
１６
日
か

ら
西
宮
市
国
際
交
流
協
会

（
０
７
９
８
・
３
２
・
８
６

８
０
）へ
。
先
着
順

※
④
・

⑤
は
申
込
不
要

�
生
の
声
�を
聴
か
せ
て
―
市

は
、「
市
長
、教
育
長
と
本
音
で

ト
ー
ク
」
の
対
談
参
加
親
子
を

募
集
し
ま
す
。
参
加
費
無
料
。

小
学
４
年
か
ら
６
年
ま
で
の

皆
さ
ん
、
家
庭
や
学
校
で
の
出

来
事
、
将
来
の
夢
、
相
談
し
た

い
こ
と
な
ど
、
市
長
と
教
育
長

に
何
で
も
お
話
し
く
だ
さ
い
。

保
護
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
子
供

た
ち
の
対
談
後
に
感
想
を
述
べ

合
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

【
日
程
・
会
場
】２
月
２３
日
午

後
１
時
半
か
ら
市
役
所
東
館
で

【
対
象
】
小
学
４
年
〜
６
年

（
在
学
者
可
）
の
子
と
保
護
者

１０
組
２０
人

【
申
込
】
ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ

に
子
の
氏
名
・
学
校
名
・
学
年
、

保
護
者
の
氏
名
、
住
所
、
電
話

番
号
、話
し
た
い
内
容
を
書
き
、

１
月
２５
日
（
必
着
）
ま
で
に
青

少
年
施
策
推
進
課
（
〒
６
６
２

―
８
５
６
７
六
湛
寺
町
３
―
１

�
０
７
９
８
・
３
５
・
３
４
２

９
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
９
８
・
３
６
・

１
２
０
８
）
へ
。
多
数
の
場
合

選
考

教
育
委
員
会
な
ど
は
、
「
家

庭
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
２
月

１５
日
午
前
１０
時
か
ら
市
民
会
館

で
開
催
し
ま
す
。
子
育
て
の
重

要
性
や
問
題
点
な
ど
に
つ
い

て
、
テ
ー
マ
別
に
意
見
交
流
し

ま
す
。
参
加
費
無
料
。

【
テ
ー
マ
】
①
子
育
て
に
つ

い
て
考
え
る
〜
い
っ
し
ょ
に
遊

ぼ
う
！
何
し
て
遊
ぼ
う
？
▽

②
子
育
て
に
つ
い
て
考
え
る
〜

じ
ょ
う
ず
な
し
つ
け
っ
て
ど
ん

な
の
�
▽
③
子
育
て
に
つ
い
て

考
え
る
〜
孤
独
な
子
育
て
か
ら

脱
出
し
よ
う
�

【
定
員
】
前
記
①
５０
人
▽
②

４０
人
▽
③
３０
人

【
申
込
】
１
月
１５
日
〜
２
月

１
日
に
社
会
教
育
・
文
化
財
課

（
０
７
９
８
・
３
５
・
３
８
６

８
）
へ
。
先
着
順

※
託
児
あ

り
（
対
象
は
２
歳
以
上
、
費
用

５
０
０
円
、
定
員
１５
人
）

市
は
、「
Ｉ
Ｔ
講
習
」
を
山
口

公
民
館
（
山
口
町
下
山
口
４
丁

目
３
―
８
）
で
開
催
し
ま
す
。

対
象
は
２０
歳
以
上
の
パ
ソ
コ
ン

初
心
者
で
す
。
い
ず
れ
も
ウ
イ

ン
ド
ウ
ズ
版
、
１
人
１２
時
間
の

講
習
。

【
日
程
】
①
２
月
１２
日
〜
１５

日
の
午
前
▽
②
２
月
１２
日
〜
１５

日
の
午
後
▽
③
２
月
１８
日
〜
２１

日
の
午
前
▽
④
２
月
１８
日
〜
２１

日
の
午
後

※
時
間
…
い
ず
れ

も
午
前
コ
ー
ス
は
午
前
９
時
半

〜
午
後
０
時
半
、
午
後
コ
ー
ス

は
午
後
２
時
〜
５
時

【
教
材
費
】
５
０
０
円

【
定
員
】
各
８
人

【
申
込
】
往
復
ハ
ガ
キ
（
１

人
１
枚
）
に
希
望
コ
ー
ス
（
第

４
希
望
ま
で
）
、
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
を
書
き
、
１
月
１７
日

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
西
宮
市

Ｉ
Ｔ
講
習
推
進
室
（
〒
６
６
２

―
８
５
６
７
六
湛
寺
町
３
―
１

�
０
７
９
８
・
３
５
・
３
５
７

７
）
へ
。
多
数
の
場
合
抽
選

※
す
で
に
受
講
し
た
こ
と
が
あ

る
人
は
空
き
コ
ー
ス
で
の
受
講

可
。
１
月
２５
日
ご
ろ
に
結
果
通

知
を
送
付

市
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
に
よ
り
被
災
し
た
中
小
企

業
者
を
対
象
に
実
施
し
た

「
兵
庫
県
南
部
地
震
災
害
特

別
融
資
」
の
据
置
期
間
と
貸

付
期
間
を
、
そ
れ
ぞ
れ
１
年

延
長
し
ま
し
た
。
据
置
期
間

は
最
長
８
年
以
内
、
貸
付
期

間
は
最
長
１５
年
以
内
（
据
置

期
間
を
含
む
）
に
変
更
し
て

い
ま
す
。

こ
の
融
資
を
受
け
た
人
で

返
済
が
困
難
な
場
合
、
据
置

期
間
と
貸
付
期
間
を
変
更
で

き
ま
す
。ま
た
、す
で
に
元
金

の
返
済
が
始
ま
っ
て
い
る
人

も
、
当
初
の
借
入
日
か
ら
起

算
し
て
８
年
間
は
据
置
期
間

を
設
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

変
更
手
続
き
は
、
各
取
扱

金
融
機
関
で
受
け
付
け
ま
す
。

貸
付
期
間
の
延
長
に
伴
う
信

用
保
証
料
は
本
人
（
融
資
を

受
け
て
い
る
人
）
の
負
担
に

な
り
ま
す
。
な
お
、
当
初
設

定
し
た
貸
付
期
間
を
超
え
て

い
な
い
人
で
、
貸
付
期
間
を

延
長
せ
ず
に
他
の
返
済
条
件

を
変
更
す
る
場
合
、
信
用
保

証
料
の
追
加
負
担
は
あ
り
ま

せ
ん
。

詳
し
く
は
各
取
扱
金
融
機

関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
問

合
せ
は
市
商
工
課
（
０
７
９

８
・
３
５
・
３
３
２
６
）へ
。

市
は
、
「
勤
労
者
パ
ソ
コ
ン

講
習
会
」
の
受
講
者
を
募
集
し

ま
す
。
在
勤
・
求
職
者
可
。

【
日
程
・
会
場
な
ど
】
い
ず

れ
も
午
後
６
時
か
ら
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
で
▽
ワ
ー
ド
初
級
…

２
月
１９
・
２０
日
。
対
象
は
日
本

語
入
力
が
で
き
る
人
▽
ワ
ー
ド

中
級
…
２
月
２６
・
２７
日
。
対
象

は
簡
単
な
文
章
を
作
成
で
き
る

人
▽
エ
ク
セ
ル
入
門
…
３
月

５
・
６
日
。
対
象
は
マ
ウ
ス
・

キ
ー
ボ
ー
ド
操
作
が
で
き
る
人

▽
エ
ク
セ
ル
初
級
…
３
月
７
・

８
日
。
対
象
は
計
算
式
の
入
力

経
験
が
あ
る
人

【
受
講
料
】
２
０
０
０
円

【
定
員
】
各
２０
人

【
申
込
】
往
復
ハ
ガ
キ
に
希

望
コ
ー
ス
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
勤
務
先
、
パ

ソ
コ
ン
経
験
の
有
無
を
書
き
、

１
月
２８
日
（
必
着
）
ま
で
に
勤

労
福
祉
課
（
〒
６
６
２
―
０
９

１
２
松
原
町
２
―
３７
�
０
７
９

８
・
３
２
・
７
１
２
３
）
へ
。

多
数
の
場
合
抽
選

※
１
枚
に

つ
き
１
コ
ー
ス
の
み
、
ワ
ー
ド

と
エ
ク
セ
ル
１
コ
ー
ス
ず
つ
の

申
込
可

Ｓ
ｅ
ｅ
阪
神
・
淡
路
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
事
業
「
甲
子
園
西
宮
国

際
マ
ラ
ソ
ン
」
が
１２
月
２３
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

気
持
ち
良
い
晴
天
の
も
と
、

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
、
１０
マ
イ
ル
、

小
学
生
駅
伝
に
、
西
宮
市
の
海

外
姉
妹
友
好
都
市
の
招
待
選
手

を
含
め
、
全
国
各
地
か
ら
約
５

０
０
０
人
の
皆
さ
ん
が
参
加
。

五
輪
メ
ダ
リ
ス
ト
の
有
森
裕
子

さ
ん
は
、
小
学
生
駅
伝
で
子
供

た
ち
を
励
ま
し
な
が
ら
走
り
ま

し
た
。
ま
た
、
多
数
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
り
、
す
ば
ら
し
い

大
会
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

各
種
目
３
位
ま
で
の
成
績
は

次
の
と
お
り
。
敬
称
略
。

☆
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

男
子
…

１
位
今
長
浩
一
（
大
阪
府
）
、

２
位
ド
ス
・
サ
ン
ト
ス
（
ブ
ラ

ジ
ル
）
、
３
位
和
田
浩
治
（
宝

塚
市
）
▽
女
子
…
１
位
井
床
善

絵
（
神
戸
市
）
、
２
位
松
村
政

子
（
大
阪
府
）
、
３
位
若
林
直

美
（
静
岡
県
）

☆
１０
マ
イ
ル

男
子
…
１
位

山
端
良
尚
（
加
西
市
）
、
２
位

小
倉
良
昭
（
静
岡
県
）
、
３
位

真
川
義
之
（
滋
賀
県
）
▽
女
子

…
１
位
西
川
加
代
（
芦
屋
市
）、

２
位
能
勢
純
子
（
西
宮
市
）
、

３
位
城
楽
真
紀
（
京
都
府
）

☆
小
学
生
駅
伝

男
子
…
１

位
鳴
尾
東
小
Ａ
、
２
位
エ
フ
ワ

ン
フ
ァ
イ
ブ
（
鳴
尾
北
小
）
、

３
位
山
東
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ー
イ
ズ

（
山
東
町
立
梁
瀬
小
）
▽
女
子

…
１
位
春
風
Ｍ
Ｂ
Ｃ
Ａ
（
春
風

小
）
、
２
位
ガ
ッ
ツ
桜
っ
子

（
伊
丹
市
立
桜
台
小
）
、
３
位

今
津
小
ラ
ン
ナ
ー
ズ
Ｇ
１

県
は
、「
経
済
変
動
対
策
資

金
（
金
融
変
化
対
策
貸
付
）」

の
融
資
を
あ
っ
せ
ん
し
て
い

ま
す
。

対
象
は
、
県
内
で
１
年
以

上
同
一
事
業
を
営
ん
で
お

り
、
取
引
先
金
融
機
関
の
破

た
ん
に
よ
り
資
金
調
達
が
困

難
に
な
っ
た
中
小
企
業
者
で

す
。
年
利
率
は
１
・
４
％
、

限
度
額
は
５
０
０
０
万
円
。

な
お
、
中
小
企
業
信
用
保

険
法
に
基
づ
く
市
長
の
認
定

書
が
必
要
な
場
合
、
市
商
工

課
（
０
７
９
８
・
３
５
・
３

３
２
６
）
に
開
設
し
て
い
る

金
融
相
談
窓
口
で
発
行
し
ま

す
。

取
引
先
金
融
機
関
破
た
ん

の
中
小
企
業
者
を
対
象

１月２６日は、法隆寺金堂壁画が焼損した日

（昭和２４年）に当たり、「文化財防火デー」と定

められています。文化財は郷土の財産です。後

世に残していくため、大切に守りましょう。

地
震
災
害
特
別
融
資
を
受
け
た
中
小
企
業
者
の
皆
さ
ん
へ

対談参加親子を募集

文化財防火デー

市長と教育長に
話したいことは？

据
置
期
間
と
貸
付
期
間
を
１
年
延
長

家
庭
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

１月２６日

子
育
て
に
つ
い
て

一
緒
に
考
え
よ
う

県
の
融
資
あ
っ
せ
ん

率直な意見をどしどしと

初
心
者
向
け

勤労者向け
パソコン講習会

Ｉ
Ｔ
講
習

ワード・エクセル

山
口
公
民
館
で
開
く

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
の
コ
ツ
を
学
ぶ

基
礎
セ
ミ
ナ
ー
開
催

５０００人が�快汗�

国国際際交交流流デデーー

甲子園西宮国際マラソン

「
環
境
」を
テ
ー
マ
に

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

２
月
２
・
３
日

フ
レ
ン
テ
ホ
ー
ル
な
ど
で

右
�
西
宮
大
橋
を
快
走
す
る
フ
ル
マ

ラ
ソ
ン
・
１０
マ
イ
ル
参
加
者
▽
下
�

小
学
生
と
楽
し
く
走
る
有
森
さ
ん

（３） 平成１４年（２００２年）１月１０日


